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外国産マツ属の虫警に関する研究

第9報 マツモグリカイガラムシの寄生による樹体湾曲

古野東部、1・中井 勇

Studies on the Insect Damage upon the exotic Pine-species 

introduced in Japan 

(No.9) The丑aggingof Stem and Branch of Pines infested 

with Margarodid Scale， Matsucoccus mαtsumurae (KUWANA) 

Tooshiu FURUNO and Isamu NAKAI 

要旨

本報告には，マツモグワカイガラムシ (Matsucoccusmatsumurae (KUWANA)) の寄生により

おとるマツ崩樹体の湾曲被害を，上賀茂，徳山および由誤の各試験地において調査した結果がま

とめられている。

1.樹体湾也被替は Critchfield& Litt1e により， SylveStJl"es毘節に分類されているマツ腐5

種と P.thunbergiiを雌性親として種間交雑された 4Fl雑積で鶴裂された。

2.樹体の湾曲は，樹齢とともに被害が増大し，植栽後10年法後で急搬に被答が増加する績向

がみられた。

3. P. thunbergii X P. khasya Fl' P. massoniana， P. thunbergii X P. massoniana F l'P， thunbergii 
xP. luchuensis Flで湾曲被害が激しく .P. thunbergii. P. densiflora， P. tabulaejormis. P. 
thunbergii X P. tabulaejormis F 1で被害がすくなかった。雄性親のもつマツモグザカイガラムシ

との親和性，樹体湾出の繍肉が Fl雑麗にうけ継がれるようである。

4.マツモグリカイガラムシの寄生は，樹体湾出をひきおこすとともに，撤しい主義減退そ生
じ，被害木は綾後には枯れる。

5.樹体湾曲を示すマツの針葉は，早期の黄変，落葉lとより，健全木と比較して相対的にすく

なかった。

まえがき

マツモグリカイガラムシ (Matsucoccusmatsumurae (KUWANA))が?ツ属に寄生し，一部の

稽では枯死lζヨきるほど激しい被害をもたらしていることは， 徳重らl〉，竹谷2)によってすでに報

告されている。本積の被寄木の斡，枝が湾出，~下し，その樹皮には間凸が自立ち，サメ j汎を虫

ずる。まず，樹冠下部の枝 11:'.湾出，垂下やねじれがあらわれ，次第に各校に拡大し，幹にもお~j端

部から上，中部へt露出が進む。悶持IC，一部の枝が枯れ，樹形は不鐙となり，激怒木は遂に枯死
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する。枯死K3'3.るまでには生長の減退もみられる。

京都大学農学部i府関演習林では.J二賀茂試験i訟を主に，徳山，白浜試験地lζ.50積を越える外

関躍マツが腎てられているが，この?ツ間見本林，実験林で，マツモグリカイプfラムシの寄生が

原閣と思われる斡，校の湾出].議下がみられるものが目立ってきた。者らはこのマツ閥樹休lと

みられるw形の奥常を鵡査し，一部はすでに報告3，りしているが，既殺をも含めて総合的に，被
害の進行，被容:ltiiの予?について報告する。

P. massoniana の幹，校の湾曲者I~で，マツモグリカイガラムシの得生を確認いただいた，竹谷

ni3彦!導士(当時j林業試験場 開部文境 保護部，現森林総合研究所)!C::降く御礼申し上げる。さ
らに，見;料水，実験林の管lJlL予言成に努力されている上賀茂，徳Ilt.自、浜の職員各枕IC::深謝する。

調査地の概況および調査マツ

調査地はよ賀茂試験地(京都市北陸上狸茂木山).徳山試験地(tJ~口県徳山市徳111鉢諜)およ

A 

500111 

A 1: P. massoniono K -A B 7: P. Ihunb. x P. luchu. 

2: '1 K-B 8: P. /hunb. X P. mosso. KゐA

3: P. lobulaeformis 9: P. Ihunb. X P. khasya 

<1: P. massoniana K -C 10: P. Ihunb. X P. labu/ae. 

5: P. densifloYa 11: P. Ihunbergii 

6: P. Ihunbergii 12: P. Ihunb. X P. 1I1a5SO. K-B 

13: '1 K-C 

C Nursery 14: P. massoniana K-D 

Other sites are numerous purc and hybrid stands of Pinus. 

Fig. 1 Planting area of pines (shaded area) and investigated sites 

at the Kamigamo Experiment Station. 
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び自民試験地(和歌山u三四本製j~1自渋l町立ヶ谷)で，上賀茂，白沢:の土壌の理化学性は劣り，や

せ地である。さらに， I当浜試験j也はマツ枯れ激怒地で，天然のアカマツ，クロマツの大部分はt~

死し，上，徳IUにおいても，マツ約れの常発生が続いているo はよ賀茂試験地で行

われ， 1952年以後順次総裁育成されている?ツ!潟見本林， 実験林， 交雑{とよりっくり出された

F1維持i実験林で1'fわれた。

上位茂試験地のマツ間見本林，実験林は間一1のように 2団地に分かれている。 されたマ

ツ偶は以下のぞ子砲である。

P. massoniana : K山 A林分， 1958年植~&でj設大個体は))i旬商政経 38cm，樹高 23cmに育ってい

る。 K吋 B林分， 1972年続殺。 K-C林分， 1976年嫡絞，樹i河5........7mの若い見本林である。本林

分ば P.taiwanensisとして導入されたので，これまでは，その溜名で線俊した3パ〉が，その後の

おM資で P.massonianaと判明した。K-心林分， 1969年組裁で，大きいものはlぬお読経22cm，

結j向15m 1( 1を?っている。オ:;:~ネ分は P. thunbergiiと P.thμηb. x P. masso. Kω8林分とともに，

段比較のために|掛け支zしてiili統に植栽された実験林である。

P. labulaeformis : 1956年および1970年に様殺された見本林で，がj者は6本である。

P. t h unbergii x久 massoniana(F 1) 災!股林に， 3 *本分 (K-A林分， 1960年交雑， 1962年}i!f

， 1965年1f[[iJと。 K-B林分， 1964&;P交雑， 1966年描額， 1969&手織殺。 KωC林分， 1968年交年fL

1970年係碍， 1973年締法)が持てられている。

P. IhunbergiixP.luchuensis (F1) : 1968年交対日(， 1970年播濯， 1973年槻裁で， 1林分が育てら

れている。

P. thunb町giix P. tabulaeformis (日): 1977年交~，fP.， 1979年iilH歪， 1982年総裁の 1林分と間:l1Jl

IC納[えられたままのお本で，級殺木の樹高は1.6........2. 8 m，関'l:fJIのものは2.5........3‘5mである。

P.lhunbergiixP.ldJasyα(F1) : 1976年交雑， 1978年端様， 1981年総殺の 1林分と知!のまま

の12本で，腕海諸儲9.4cm，樹高4.7m Iζ育った総体もあるが， マツモグリカイガラムシの寄

生により生育不良である。

P. lhunbel'giiと P.densiflora : P. thunb. xP. masso. K-B **分に接する P.thunbergii 1林

分 (1969:1:1::級殺)および見本;林内に1972:i{'.続殺の若手1林分で，樹高9........12m IC滑っている。

t~l山試験地には ， P. massoniana， P. thμnb. x P. masso. (F1)， P.lhunbergii， P. densifloraが間
一斜聞に述縦して， O. 08........0. 10 haの小林分に1970年に総裁されている。

自浪試験地lこは，P. massonianaが2カ所l乙分かれて1959年および1980生存に植殺されているo

P. khasyaは1963年に絞殺されたが， 1981生f:.1ζ残った五完投の 1本が枯れている。

調査方法

?ツモグリカイガラムシによる?ツ!認の被努状況を， 19851手10月から1988年6月まで，つぎの

ような悲幣で関空足した。

激幹のi:"~rlli大きく，校もj湾出， .Ifg下激しく，…ffisの伎は枯れ， hiJ形はくずれて異常'である。
中:!?:!怜の;;')5rlllはほとんどみられないが， m端郎がすこしIUlがりかかっている程出で， iiiJ抵の
I jl)'';[¥以下の伐が何1111，'ifg下し，樹]彩もくずれかけている。

山:iWrはn'Iで訟はないが， hiJ況下郊の校にi:寺山，:ill下がみられるo
!!l('8 (仙余) : fM形に )J~'l1î はみられない。

以!このWJJf;の概伐とともに，駒山同様測定による勾木を行った。 さらによ賀茂試験地の P.
massollIlllla K…C林分で， ?キぬ芯152司.1，会合む17み;を伐採し，幹， 1支， $+ !J1S の l也 f:lí~各部 111.1廷を求

め，結J';沖約析を1988{Io 1 J1 (こ行った。
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樹形に異常がみられたマツ

上賀茂試験t¥!!!こは，前記マツ j混以外に，P. taeda， P. elliottii. P.tinaster， P. sylveslris， P. 

nigraなど50閣にも迷ずるマツ摘が櫛栽され，総裁後30数年を経ている穣も多いが，いずれも，

マツモグリカイガラムシに組問すると忠われる樹形の異常は槻認されなかった。わが訟!では，P. 
lhunbergii， P. densifiora， P. luchuensis， P. massoniana Iζ対する?ツモグリカイガラムシの加害，

努の斡，技のj常的被害についてはすでに報告さ111，2〉， 中留においても， マツモグザカイガラ

ムシを“日*松平的"の名で，その加害樹として赤松 (P.densifiora) ， お1J松 (P.t，αbulaeformis) ， 

J問陪松 (P.massoniana)などがあげられている日。

本調査で，樹体K.i常的の異常が認められたのはjjiJ紀の5離と 4F1雑砲で，P.lIhasyaを除いて

今回，マツモグワカイガラムシのmiのうを樹体的副部で観察し，その寄生を確認した。 McClure6l

も上賀茂試験地の?ツj認で，同種の得控を総認している。

1. P. massoniana 

P. massoniana !ζ対する?ツモグリカイガラムシの寄生， 加害，寄の#fJ休j均的被擦について
はすでに報fなされ1，2) 本調査も例外ではなかった。

上mi点試験地の最も古い KωA林分は， 1958年には184本が植栽されたが， 1988{ド5月には知
被替水14本を含む32本に減少している。 1974年に，最初n:::斡，校のitlJ[出の樹体の異常に気付き，

そのi丸山部で，マツモグ 1);カイガラムシの境保を磁認した林分で，当11寺すでに，枯損木22*(す

べて秘体が湾出)そ含んで98本に半減してい

た。その[拐の16年は，一脅部1刊lを引i除徐いて詳しい記

録lはま磁されていなしい、、。 19部60年lにζ?ツノシン?

タダ守ラメ イガガ、の加2寄答が4却O玉オ泳水f宇ド4王:!にiζζl静i浴官

の総綿査木 16鵠8:;;;オ本!ド立で' すでに16本が消失して

いる。 1973年に縫金木1ヌドが伐られているが，

その関の個体数減少についての記録はない。

図-2は， 1974年現在の機認偲体数を誌に，

本林分の被擦の拙移を示したものである。当

時健全木は35本であったが， 1985年には19本

K.，現在は14本に減少している。 1960年のマ

ツノシンマダラメイtlの翻まま時からではわず

かに 8%が健全に強育しているにすぎない。

P. massonianαはマツノザイセンチュウに

比較的抵抗性をもってはいるが，絶対的では

なく，枯損する8-10l。上賀茂試験地では，恒

常的に天然のアカマツがマツノザ、イセンチュ

ウにより枯損している11)0 1984年12月のFili損

水で，翌年5月にはマツノザイセンチ品ウは

検出されず，さらに19851F12月までの枯棋木

2本ともにマツノザイセンチュウは検出され

なかゥた。これらの結掠木はいずれもi伶，校

のj青山カ坊主しく，マツモグザカイガラムシの
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Annualy changes of flagging and withering of P. massoniana K-B 
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寄生が[京間である。がi損木すべてについて，マツノザイセンチュウの有無を確認していないが，

1974年以後の枯損水は，長年の幹，校の湾IUIを総て枯れている。

K-Bおよび K-C林分の被害の推移はeZj-3 のようになる。前者で56%. 後者で70%の~週休

に幹，校の的IIIJがみられず，健全な必j形をしている。村it丘オミは12%と4%で，幹，校はj湾曲し，

?ツモグリカイガラムシの加者の結果と舵綴される。

K-D -i'*分の被舵移は関…4…1のように，健全木は 144本の31%に減少している。 *ï~i員は
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McClurel2)は，中間における本海へのマツモグリカイガラムシの智子生，加害を確認している。

J二賀茂試験地には， 1956年植殺の6本と1970年iIl!f殺の17本が見本林K.符てられているだけである。
前者は1985年p::斡，校の激等水1ヌドと他にわずかに下校のj雪山が認められるものが1本みられた

が， 19881'f 1こは激~ま枯摘し， ~投書と見られていた個体はその湾出が悶立たなくなっていた。

後者は19851'f1ζは， 3木1<::斡， *交の略的がみられ，そのうち 2本が翌年に枯れ， 1988年には，そ

の枯損*2オS::，徴Z雲水lオ(，正常木14本となった。本の調査本数がすくない欠点はあるが，樹

齢で3もなる問者で，被害事に大設がないことは，P. massonianaのように高樹齢のものほど斡，
校の略的被容が増大していたのとなる結果となった。

4. P. thunbergiixP. tabulaefonnis (Fj) 

1977年に交雑した lグループが部知でそのまま放Eまされた23本と1982年総裁の81本に分かれて

育っている。i33畑のものは樹高 2.5""，3.5mで大きいが，幹， j交の均的はみられず健全な樹形で

?寄っている。~庭裁木にのみ被容がみられるが，問者を合わせて1985年以後の被容の推移を示すと

al-7-1のようになる。 1988年の

も!え替水は12%で， 1985年に比べて被

害はやや進行している。 P.masso-

nianaや P.thunb. xP. masso. (FJ 

のように樹齢とともに被容が増加す

るのか， 14f~住t観の P. tabulaeformis 

のような結果になるかは，今後さら

に時間を待たねばならない。

5 . P. luchuensisとP.thunbergii 

x P. luchuensis (Fj) 

今閉は P.luchuensisを調査して

いないoMcClureのの上賀茂試験地

での?ツモグリカイガラムシの寄生

の機認，徳蛍ら 1) 竹谷2)の報告か

ら，マツモグリカイガラムシの加容

を推察することはできる。

P. ihunb. xP. luchu. (F!)は実験

林lζ1973年に35本:織率えされている。
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Fig. 7 Annualy changes of flagging and withering of 
P. Ihunb. xP. labulae. (7-1) and P. thunb. xP. 
luchu. (7-2) by the scale at the Kamigamo 
Station. 

't> 

1986年には，枯損を合んで斡，校のi均的被害は40%であったが， 19881ドには669五に鳩加している

(龍一7-2)。枯損木13本のうちの 2/ドは樹%1ζ奥常はなく， マツノザ、イセンチ品ウによる枯

棋と忠われる。

6. P. khasyaと P.thunbergiixP.hhasya (F!) 

P. khasyaは白浜試験地lこ， 19631手に800本締法されたが， • 198111~ 1<::最後に扱った似体が枯れ，

;1>:調査の対象にならなかった。しかし，それまでの断片的な縦惑を記除 (1972主1!1月観銭，樹幹j鼠

9本，rtlJ大20本， 1111小山本，腕!日j泣様2.6.......6.1cm，樹尚2.2""，3.9m) ，写真 Cll“ 2)により，

幹，伎の的IUJは激しく，加えて，総裁地がマツjitれ激ilfJlhであった13)ためii'i~たしたものと忠われ
る。 1980~~の樹 1命的山本I~損木からはマツノザイセンチュウは検出されなかった9) 。

P. thunb. xP.llhasya (F1) は，際1-8のように，本制:ftで最も激しい被害が確認された。 1976

の交維でられた木町総額は， 1981年に山本が災験林に総裁され， 12本は出先TIIこ成された0

1985年には，すでに幹の出illJとともに29本が実験林で桔れ，必J)診の(健全水は，ヨミ験体5本，曲目社i



3本の計8木しか競っていない。以後1988if:.まで枯扱氷(実

験林59本，部地8本)や樹幹i湾出i木が急;aUζ増加し，健全*
はわずかl本になった。 E道知!の枯損木では?ツノマダラカミ

キリが後食しなかったことは確認され，マツモグリカイガラ

ムシの寄生，加者が約摘のIJ完関である。

7. P. thunbergiiとP.densifiora 

サツモグワカイガラムシが P.thunbergii iや P.densiflora 

lζ寄生することは知られているが，本澗査では，肉離とも悶立

った樹休消tlliの被容はなかった。 P.thunbergiiは，P. thunb. 

xP.masso. K-B **分に接した問!1治の林分で， 71本中， 1985 

年に3本， 1988年には5本に増加し，わずかなj創立1が下校lと

みられたにすぎない。他方， Jニ賀茂試験地の見本林に綴えら

れた (1972年総裁) P. thunbergii如水には全く被警はみら

れず，徳山試験地の P.thunbe昭iiも樹休均的の被告はみら

れなかった。

上賀茂試験地の P.densifloraの林分は1985fF.に55本のう

ち6本に被害 1，徴諜5)がみられたが， 1988年には，

被害は進行していなかった。なお，試験地檎内の天然のもの

lill 

50い

Fig.8 

25 

〆/

Annualy changes of 
fiagging and withering 
of P. thunb. xP. khasya 
by the scal思 atth母
Kamigamo Station. 

にも樹体が湾出しているものが散見される。徳山試験地の P.densifioraは調査木158本すべて健

全であった。

以上のように?ツモグリカイガラムシの智子生，カJJ容が確認されたマツj認は，すべてが Critchfield

& LittIe1引の分類による鳥羽estres 節に， ShOWI5)や石井16)による Lariciones.illi節に含まれ

ている。マツバノタ?パエが本立li.節と非常に高い親和性会示した川18)こととともに"ツモグリ

カイガラムシの*.illi街?との親t1J性には注釘しなければならない。マツバノタ?パエの場合，本立五

節の調査紐は1額を除いてすべての，穏に虫般が磁認された18)が，水調査では，樹体異常がみられ

ない積も多し、。 P.nigra， P. sylvestris， P. pinastel'は上賀茂試験地ですでに樹紛30年に述してい

るが，樹体の間的はみられないo P.hωangshanensis， P. yunnanensis は樹齢5年以下の幼樹で，

樹休j常的の徴伎はない。 自浜試験地の P.merlwsii (樹齢15年，胸i海i亙鵠19cm)は健全に生育

しているoP. luchuensis は生育不良で， 1986年秋に扱っていた 1 本が枯れ，本純資では樹体のi~

rli1与を確認していない。上賀茂試験地で，これまでにが溜の見本林の脊成を試みても生育不良で，

大きく脊たないのは拭cClure引が椴認し，徳重らj)も報告しているように"ツモグリカイが

ラムシの努生が没裂な要因である可能性がある。

以上のほか，上賀茂試験地に1波紋されている Sylvestres.illi節以外に分類される?ツ協では，

樹体のが1tlli被害はみられない。

被寄木の生長

マツモグリカイガラムシの寄生により幹，校のf;'雪itll，:ffilずによる樹j彰晃tnrがおこり，さらに生
長減速もおこる。

P. massoniana K-A "本分は， 1985{F12月には，制:i:*の平均綿布fj'IfE27.1:1:5. 2 cm，樹{本山
!日iの微!ま23.2土4.6cm， '11吉本;は21.8土4.0cm，激r;g:木は13.2土4.0cmで， 1988"ド5月に
は，それぞれ28.4土5.6cm， 25.9土5.1cm， 26.1土4.3cm， 21. 4:1:4. 0 cmとなり，健全木lこ比
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Fig. 9 Frequency distributions of diametεr at br号astheight of P. masso托iana
K-D and P. thunb. xP. masso. K-B in October. 1985 (left) and May， 
1988 (right). 

ベて松i体湾出木の生育は惑い。 1969年1波紋の P.massoniana K叩D や~分， 1毛thunb.X P. masso. 

K目 B林分の胸高l度認の分布は悶-9のようになり，樹{本法的の激しいものほどJl旬高直結の綿い

ものが多し、o "?ツモグリカイガラムシの得控は，樹体j常曲そもたらすとともに，目立控生長が感く

なる ζとは明らかである。

P. massoniana K-C林分の樹i衿解析結果より，皮なし斡材f:f{の年生長経過を示すと闘-10のよ
うになる。

1976年の生長減i患は級裁の影響である。縫金木 (a，b)の年生長経過に比べて，持j形異常木で

は年生:1乏散はすくなく， とくに激替水 (e，f)で悶立っている。 f側体では，槌殺後1981年まで

は健全木より良い主主長を示していたにもかかわらず， 1982年以後急激に年生長:抵が惑くなってい

る。 e倒休では， 1986年と1987年の生長減退が激しいが， 1983年以後も健全木に比べて生長減退

の側向があらわれている。これらの個体では， 19851手には，幹，校の湾出はすでに激怒と判定さ

れたが，さらに数年さかのぼる被害が推察される。それぞれ徴容， と判定された Cおよび

d j間体は，健全ァドに比べて生長減退が認められるが，激怒木にみられるような激しいものではな

い。 19821ドには最小であった健全木の b似体は，1987年には，樹{体が均ulJした c......fの各似体よ

り幹材棋は大きく育っている (図-1l)。 マツモグリカイガラムシのな子生が路線ずる住民減退が

激しいことがわかる。

?ツモグリカイガラムシの寄生をうけた?ツは，幹，校のi?lSfill，議下とともに針葉の期の武

変，部業，校枯れがおこる 1，ヘ*調査においても，激諮水で，上部から 11交i終日の校以下に，技

枯れが目立ち，成る校i殺の"9べての技が枯れていた偶休もあった。
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Growth curves 01 stem volume 
without bark of P. massoniana 
KωC at th色KamigamoStation. 

Fig.11 

5 

Fig.10 

Relations of WL (leaf dry weight) to Wn (branch 
dry weight) and WS+B (stem and branch dry 
weight) of P. massoniana K-C at th邑 Kamigamo
Station. 。:H記althy
o : Flagging (Slight) 
ム IJ (Medium) 
A : IJ (Severe) 

Fig. 12 

給損校を除き，斡と校lζ対する

葉f誌の関係を求めるとl盟-12のよ

うになる。校設に対する葉量衿

と校裁に対する誕殻ともに健全木

に比べて'7ツモグリカイガラム

シの容~E*のがすくなく，と

くに激替水の葉散がすくない ζと

が腕らかになった。被饗*の針誕

の早期の武変，記事濃のためであろ

う。相対的に拠金木より

の倒体で， ~伶，校が法的下垂する

ことは，竹谷2)が["1!f!J三をうけた

結果，材が部分的にえ苑し，材質

がもろくなりJと報じ，材質の変
化を示唆しているように，マツモ

グリカイガラムシの寄生，加容に

よる材組織の変化が!民間と考えら

れる。
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マツモグリカイガラムシのマツ病への容子生の結果，特のグループIC臨するマツj潟に，幹，校

の湾rllJ，技の部分枯れなどの現象があらわれ，住民減退をおこし，最後には枯死(C:怒る担がみ
られることが明らかになった。 とくに， わがal服躍の P.thunbergiiゃ P.densiflora (こ辻べて
P. Zuchuensisを含む P.massoniana， P. khasyaなど来南アジア原j選fil!が激替をうけることは，

今後これらのおj穂の櫛絞，育成には細心の住~~:が必盟となる。 このうち，P. massonianaについ

ては，P. thunbergiiをt能性総とした九雑務を人為的に容易にっくり出すことができ， この P¥

総砲が比絞íl~生長も良いことから，平くから注認された叫20)。上賀茂試験H!Hこおいて，初期の交

雑から30年近く経過し，数多くの綿資，研究の対象となり，とくにマツノザ、イセンチュウに比較

的認抗性を訴すことが判明してuhマツ枯れ跡地対策樹離として期待されることになった。 し

かし，;;f;:純資からは，この一般的な期待を十分に誕付ける結果は得られず，逆に否定的な結果と

なった。

ヌド翻資各議の植j針変の主f.数[こ対応して，健会水の生存主将を示すと ~l…13のようになる。
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Fig. 13 

P. massonia聞は，総裁後101f.iばまでは自立った本数減少を訴していないが，以後は上国交的急

テンポで健全水が減少していることが明らかになった。 30年経過したJニ賀茂試験iむの K-A** 
分と白浜試験地の S-A林分では，総会水は20%またはそれ以下に減少してしまっている。 P.
thunb. X P. masso. (FJでは，総裁されている場所によって蕊がみられるが，上賀茂試験jむの3

林分では， ~1[抜本数の 114以下に俗金水が減少している o 1!/I.¥ 111試験地の本 FI:ií~磁は隣接する

P. massoniana (こ比べてIlj]らかに被容はすくないが，上賀茂試験地の林分のように， {l:'.の経過と

ともに被容が治大ずることを夜ヱ起する材料はない。

P. thunb. X P. luchu. (B\) は，樹j診の外在~ìや針葉の色が P.lhunbergii ζ近いが，肉親ともに
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マツノザイセンチュウに弱く，マツモグリカイガラムシによる被害も加わり，とくに注闘する ζ

とはできない。

P. thunb.xP. hhasya (F1) は1波紋後86手で全滅状態である。
P. tabulaeformisのマツモグ 1)カイガラムシによる被害が P.massonia仰のように樹齢ととも

に増加していないととは，P.thunb.xP.tabulae. (F1) が?ツノザイセンチュウに対して抵抗性

がある川ことに加えて，マツモグリカイガラムシによる波容が微震?で， tijH~綴のように，もし現

状の微替のままで地移するならば，本 FI;¥¥ili滋の今後の利用に期待がもたれる。しかし，氏関，

本 FI雑穏が?ツパノタマパヱに対して，他穏に比べて，比較的感受性である18)ことに間窓しな

ければならない。

あとがき

水調査の結巣， マツモグリカイガラムシが SylvestresiflI節に摘する一部のマツ腐と， さらに

P. thunbergiiとの交総務に得生し，幹，校の流出，議下などの激容を与えることが判明した。

とくに"7ツ枯れ跡地役紋必!として期待されている P.thunbergii x P. massoniana (Fj) の被容

がli1'1i認され，樹i始とともに被容が治大ずることかち，今後の利用に対して住怒号を!換気したい。
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Resume 

The margarodid scale， Matsucoccus matsumurae (KUWANA)， is a native of Japan. The 

flagging by the attacks of this scale upon the exotic pines had be巴ninvestigated at the 

three Experiment Stations of Kyoto University Forest， Kamigamo in Kyoto prefecture， 

Tokuyama in Yamaguchi prefecture and Shirahama in Wakayama prefecture from 1985 to 

1988. 

The flagging were observed in two native pure pines， P. densiflora and P. thunbergii， 

three exotic pure pines， P. massoniana， P. tabulaeformis and P. khasya， and four Fl hybrids， 

P. thunb. x P. masso.， P. thunb. x P. tabulae.， P. thunb. X P. khasya and P. thunb. X P. luchu .. 
These pines have been classified into subsection Sylvestres by Critchifield & Little. 

The flagging damages of stem and branches increased with age of these pines， further-

more， increased rapidly after ten years from planting. 

Two native pines， P. densiflora and P. thunbergii. were most resistant and a pure and 

three hybrid話 pines，P. massoniaηa， P. thunb. X P. llhasya. P. thunb. X P. masso. and P. thunb. 

X P. luchu.. were resp巴ctivelysusceptible. The damages of P. tabulaeformis and P. thunb. X 

P. tabulae. were a litt1e. 

It seems that the susceptibility of paternal parents to the scale have been conferred 

upon the FI progeny resulted from crosses with P.lhunbergii. 

The foliage discolors. thεstem and branches become bent and distort巴d，and the growth 

of the flagging tree is less than that of the healthy tree. The flagging tree dies within 

five to ten years. 
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Plate 1 Various fiagging of five F1 hybrids by attacks of Malsucoccus matsumurae 
1. P. th担持b.xP‘khasya in nurs色ry
2. P. thunb. XP. khasya; planting in 1981， severe fiagging 
3. and 4. P. thu托b.xP. masso. (DBH: 11. 0 cm and 11.8 cm， K-B stand， photo. 
in 1986.3 and 1988.5) ; planting in 1969， advanc君。fflagging damage from 
medium to severe 
5. P. Ihunb. xP. labulae. ; planting in 1982， severe nagging 
6. P. thunb. XP. luchu. (DBH: 7.7 cm) ; planting in 1973， severe fiagging 
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Plate II 
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Plate II Various flagging of four pure pines 
1. P. densiflora (DBH: 13. 0 cm， natural) ; severe flagging 
2. P. khasya (DBH: 7. 5 cm) ; planting in 1963 at the Shirahama Station， severe 
flagging and withering in November， 1981 
3. P. tabulaeformis (DBH: 19. 2 cm) ; planting in 1956， severe flagging and 
with巴ringin May， 1988 
4. P. massoniana (DBH: 6.4 cm， K-C stand) ; planting in 1976， severe flagging 
5. P. massoniana (DB日:3.8 cm， K-C stand) ; severe flagging 
6. P. massoniana (DBH: 10.8 cm， K-C stand) ; medium fiagging 
7. P. massoniana (K-A stand) ; planting in 1958 
8. P. massoniana (DBH : 24. 2cm， K-A stand) ; severe fiagging 




